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26) Kruckenberg氏腫蕩の 1症例

県立佐原病院婦人科斎藤 実
 
Kruckeuberg氏腫蕩は主として胃腸管癌よりの
卵巣転移応対して名付けられたものであるが，私は
同腫蕩φ茎捻転の症例を経験致しましたので報告致 
します。
患者は 29才の未経産婦にて， 6月 18日午後，突
然下腹痛を訴え，悪心，幅吐，発熱 37__38
0Cを伴
ぃ，亦性器出血を認めた。 7月3日来院し，直ちに
手術を行い，右卵巣腫癌(児頭大)の茎捻転である
乙とを確かめた。術後，同腫癌の組織学的検査にて
間質は非常K少いが， PAS陽性細胞， 印環状細胞
を認め，不完全ながら腺癌の像を認めました。同時
に，術後テーノレ様排便あふために胃部レ線検査を
行い，噴門K近く，辺縁硬直，陰影欠損及び癌性潰
蕩を認めた。
本症は茎捻転という急性症のため，術後組織検査
及びレ線像より，はじめて Kruckeuberg氏腫場と
診断し得た例であります。因みに，本腫蕩は全卵巣
腫癌の1.1%を占め，茎捻転は卵巣腫癌の 10% I乙
起るが，悪性腫蕩の茎捻転は少いとされている。 
27) ブラッシ法による子宮内膜スミアの研究
(第 1報)
武田敏，田中穣
山下 修，三橋金次郎
子宮体部癌の細胞学的診断に腫内剥脱細胞スミア
を用いる場合，反復して採取しても 60%前後の陽 
率し性か上げることはできない。これは体部癌細胞
が鹿児達するまでに退行変性を起すためと，体部癌
の場合頚管の狭窄を伴うことがあるためと考えられ
る。そ乙で子宮内膜から直接細胞を採取する乙とが 
必要であるが従来用いられた綿棒やブラッシによる
方法では頚管の細胞が混入する。我々も外子宮口よ
り約 1cm奥の頚部癌細胞が内膜より採取したスミ
アに混入した例を経験したのでブラッシにカプセJレ
をつけ純粋に内膜細胞のみを採取できる様にした。
最近2年間の体部癌 11例中乙の方法により 8例が
陽性， 2例が疑陽性， 2例陰性と診断された。非癌
で偽陽性を示したものは子宮内膜炎 1例 (19例中〉
子宮内膜増殖症 1例 (15例中)であった。スミアの
内膜細胞についてオクラーミクロメーターにより核
の長径短径を測定しこの積で相対的核の大きさを表
現しヒストグラムを作ると，正常内膜細胞ではに 30
--50 M2その 60%が入るが，体部癌に於ては 30--
130M2 Ir.広く散布し 200M2以上のものもみられ 
こ。T
28) 頚陸部変化上皮の follow.up.

佐藤東正，森川二郎 

伊東幸雄 

異常上皮 64例，不穏上皮 61例，異型上皮 45例，
上皮内癌 10例について， 2カ月 --3年 6カ月にわ
こ。7たり追跡診を行い次の様な結果を得 
異常上皮及不穏上皮からは，上皮内癌或いは癌の
発生は 1例も見られず，両者の夫々半数近くは相互
に移行し，何れも正常上皮への再生途上にあり乍ら
腫環境の正常化が伴わず，低迷を続ける状態と解さ
れる。
異型上皮及上皮内癌からは，夫々， 2年後及5カ
月に各 1例，癌の出現が見られた。果して異型上皮
乃至上皮内癌から逐次移行して来たものであるか否
かは方法論的に証明不可能の問題である。しかし乍
ら，異型上皮及土皮内癌，何れも，その大多数のも
のは，変化程度の軽減えと進んで居る。このことか
ら少くとも，異型上皮，上皮内癌は，切除部位を誤
らない限り，大した危険を伴わずに，追跡すること
が出来ると言えよう。 
29) 子宮頚癌の統計的観察(第 3報)

田中 穣，木津順夫 

田村利男，鵜沢寿 

斎藤次郎，鈴木雅晴 

1954-1956年に千大産婦人科学教室に入院せる子
宮頚癌患者 398名の進行期別分布は 0期 0.2%， 1 
期 24.4%， r期 32.7%，1II期 38.7%，lV期 4.0%で
年令別分布は 46-50才が最多で 20.3%，次いで 41
-45才で分競回数は 4回が最多，次いで 5回であ
った。初発徴侯としては出血が 79.4%，次いで、帯下
底痛が夫々 16.1%，2.5%で健診の目的で来院せる
者は 6名であった。健診を含め，初発徴候発来より 
1カ月以内に来院せるものの 5年生存率は 53.7%0 
6カ月.-.>1年では 22.5%，5年以上は Oで， 1954-
56年の工期の 5年生存率は 77.4%，r期 46.9%，1I 
期 17，5%，lV期 0%で〈工-lV)期は 41.2%で，放
射線療法，殊1r.1II期のそれが悪い。しかし年次的に
(工 +II)，(1II+耳)期の進行期別分布は前者が増
加し，後者が減少の傾向が見られ，他の府県に先駆
して行われた千葉県下に於ける啓蒙運動の成果の現
われとして，一般大衆の早期受診に対する積極的な 
認識が高まって来たことを物語るものであろう。
